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共に挑戦の（有意義な）夏休みを
校長 吉冨 和夫

６月１９日（日）子どもや地域・保護者のみなさまで
藩政時代から受け継がれてきた「おろごめ」が行われま
した。海岸の大きな穴掘りやのぼり旗等、子ども会を中
心に準備しました。当日は朝３時３０分に柊原公民館に
集合し、山へ登り神様にお祈りを済ませた後、海岸の
穴の中で親頭が子頭を引き出す戦いを行いました。地域

、 。の皆様からも 大きなご声援をたくさんいただきました
ありがとうございました。

６月13日（月）からカナダからの交流でロウ匠くんが
柊原小学校を訪れています。
学校の子どもと交流をしなが
ら、日本とカナダの生活や文
化を伝え合ったり、遊んだり
して楽しんでいます。今学期
いっぱいの交流になります。
たくさん思い出を作ってほし
いと思います。

７月７日（木）に校内水泳大会を実施しました。新記
録を紹介します。(新種目での新記録がありました）
４年 50ｍ自由形 木原 僚甫 １分05秒24
４年 25ｍ自由形 山田 花笑 32秒64
５年 25ｍ平泳ぎ 林 春陽 57秒59
６年 50ｍ背泳ぎ 林 春陽 １分51秒89
一人一人が，自分の目標に向けて練習し，泳ぐこと

ができました。応援をありがとうございました。

柊原の地域伝統行事「おろごめ」が昨年度再開し，
今年度も開催できましたことを報告いたします。コロ
ナ禍のため育成会の皆様が検討を重ね，本番の取組を
縮小しでの内容ではありましたが，大成功に終えるこ
とができました。校区の皆様のご理解と育成会のご尽
力に感謝いたします。今後も，校区と共に伝統行事の
継承に努めてまいりたいと思います。
今年度８名の新入生を迎え，全校児童３４名でスタ

ートした１学期もあとわずかとなりました。この１学
期中，子どもたちに大きな事故等もなく，無事に終え
ることができました。保護者をはじめ，校区・地域の
皆様方の見守り等，物心両面にわたりご支援･ご協力
いただきましたことに感謝申し上げます。

，子どもたちは
夏休みに入りま
す。梅雨明けも
例年になく早く
明け，気温も一
気に上昇しまし
た。熱中症や水
難事故，交通事
故等に十分気を
付けさせて，充
実した夏休みを
過ごさせてくだ
さい。２学期に
は心身共に一段とたくましくなった子どもたちに会え
るのを楽しみにしています。
さて 「教師が成長するために学び続けることは，，

子どもと同じ床に立ち，同じ世界にいること」は，教
育者の大村はま氏の言葉です。戦前から戦後の半世紀
にわたり教壇に立ち続けた氏は，子どもが安心して授
業に臨めるように教師の「新鮮さ 「謙虚さ」を大切」
にしていました 「昨日よりも今日というふうに，何。
か気づいたり工夫したりして，教師自身に成長の実感
がなくては，いきいきと指導にあたる力，子どもを動
かす迫力が出てこない」と言われています。
３度目のコロナ禍の夏となりますが 「子どもたち，

の学校生活を，去年より絶対によくしてみせる」とい
う思いで，２学期に備えたいと思います。
夏休み中も健康や事故等に十分気を付け，病気やけ

がのない有意義な夏休みをお過ごしください。

【トウモロコシの収穫体験】

【たいまつを持ち山へ】 【男子はまわしをしめて】

【勇敢な組み合い】

９月の主な行事
日 行事等曜日
１ 木 始業式，大掃除，集団下校

あいさつ運動（～３日）
４ 日 ＰＴＡ・振興会合同奉仕作業
10 土 土曜授業
11 日 ＰＴＡ・振興会合同奉仕作業（予備日）
16 金 第３回家庭教育学級
１ 土 ＰＴＡ・振興会運動会準備
２ 日 第14回柊原小・柊原校区合同大運動会

【穴の前で記念撮影】

【出会いの集い 】


